










るのである｡ 死んだ男は､ ｢死んだ｣ ということが




































































































































































































に､ との配慮だ｡ なぜなら､ 18時間のフライト
(ドバイでの乗り継ぎ時間を含めると22時間だ)




























































































































本誌20号で､ 中国の古典においては ｢青虫｣ と
は青や緑色の虫の総称であること､ 唐宋の詩にお
いても ｢蝶蛾の幼虫｣ に限らず､ ｢イナゴ｣ ｢クモ｣




宋・秦観の ｢秋日｣ 詩に詠われている ｢秋の糸を
吐く青虫｣ が ｢セミ｣ である可能性が高いことを
指摘した｡
(2)
本稿では､ 唐宋の詩に見える ｢青虫｣ の中から､
木に棲息し ｢懸・掛・挂｣ という語で表現される
例を取り上げ､ それが何の虫を指すのか､ 確かめ
てみたい｡ なお､ ｢懸・掛・挂｣ は､ いずれも
｢かかる｣ と訓
よ
み､ ｢ひっかかる｣ ｢ぶら下がる・
垂れ下がる｣ ｢高く中空に浮かぶようにして存在
15
木にかかる ｢青虫｣
経営学部
矢田 博士
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